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　「臨床検査学教育」第 13巻 1号は、第 15回日本臨

床検査学教育学会学術大会が 1年間延期されたため、

学術集会に関わる論文等の掲載がなく、総説 1 編と

論文 2 編、その他と少なめになっています。しかし、

コロナ禍における国家試験対策をリモートで行った論

文や肝臓の超音波検査を実施する際に脈管構造を理

解させるための試みなど、今後の教育において参考

となる論文が掲載されています。

　我が国においてCOVID-19は深刻な問題であり、第 3

波により医療体制がひっ迫し、医療機関の経営状況が

悪化しています。就職においても、新卒者採用に大きく

影響しており「COVID-19の影響を受けた第二の就職氷

河世代」と報じられています。実際、新卒者の就職率は

低迷しており、それぞれの養成校においても苦労されて

いることと思います。政府は「給付金」や「医療機関へ

の交付金増額」、「Go To キャンペーンの引き続きの推進」

など行い、経済の立て直しを行っていますが、COVID-19

を抑えながら経済活動を行うことの難しさを感じます。

COVID-19を抑えた頃、倒産する企業が増え日本経済が

成り立たなくなる可能性も考えられます。このような

状況の中、アビガンなどの治療薬の有効性と新型コロナ

ウイルスのワクチンの有用性が報告され、COVID-19の

抑制に関して今後の対応が注目されるところです。

　菅内閣発足により、不妊治療の保険適用や負担軽

減などが議論されています。不妊に悩む夫婦は 6 組

に 1 組（第 15回出生動向調査 : 2015 年）とされてお

り、流産を繰り返すなど精神的負担とともに高額な費

用負担となる不妊治療に、経済的な面で負担を軽減

することはとても有用なことであると思います。また、

少子化対策にも貢献すると考えます。臨床検査技師

の就職先でもある胚培養士の需要が増えるとともに、

顕微受精や胚盤胞からの細胞分離技術の修得や着床

前検査、出生前検査など不妊治療に関連する臨床検

査の重要性が増すため、これらに対応できる知識や

技術を教育できる体制が望まれます。

　2021年の経済や医療がどのような状況であろうと、

未来を担う臨床検査技師をしっかりと育てることに変

わりはありません。「臨床検査学教育」の編集を通じ、

よりよい教育を提案したいと思います。

（令和 2 年 11 月 30 日　編集委員　長田　誠）
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